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これからの産業振興と諸問題

平成 10年 7月4日

(財)南西地域産業活性化センター

専務理事 金城 清

沖縄には製造工業のような業種は起こしにくいという。なぜだろう。その原因は主とし

て外的な要因、例えばオイルショックや円高不況、バブル崩壊、他に遠隔地、小さい市場

などが考えられよう。内的な要因については、県内事情によるものだが、当財団に寄せら

れる相談や調査研究の中から感じたことを整理して、以下にいくつか上げてみたい。

まずーっ目は、情報の発信と独自の分析評価が弱い。

当財団に寄せられる相談情報を見ると、①情報源の独自性がない。②目的が不明瞭であ

る。③定量数値的な具体性に欠ける。④市場性、競争力の視点がない。⑤技術的なレベル

にソゴがある等問題の所在を明確に特定できない。⑥資金的支援等の性急な支綾要請を求

めるケースが多い。

二つめは、 「機見るは敏なり j の即応性が弱い.

県内製造工業の例で見ると、社会経済の環境、潮流の変化にビジネスチャスがあるとい

われるが、人的、資金的な力量不足から、即応性、体制づくりが極めて弱い。急激な行動

に走ることがない。 rパスに乗り遅れるJ と騒がない。逆にケガも小さい。徐々にゆっく

りと動く体質がある。モノごとを白黒を決めないで灰色中道の我が道を行く気質がある。

三つ目は、産業技術の発達の遅れと有能な人材発掘・育成が弱い。

南西地域においては、亜熱帯資源、例えば海産資源のオキナワモズクやへルシー食材と

なる農産物のが豊富にありながら、付加価値の商品開発や産業創造への結びつきができな

い。新商品を開発しでも供給力が追い付かない。それは原料確保が弱いか、または産業機

械化を導入した安定的な生産体制の確立が弱いからである。

沖縄にはビジョンが多いといわれる。構想、提言の繰り返しの感がある。総合事務局通産

部が提案した r9 0年代地域産業ビジョン(南の拠点をめさして) Jを策定して 10年過

ぎた。その提案は県の国際都市形成構想、の政策にも取り上げられたが、実行性には今一つ

工夫が必要である。 実践的には、産業全般より具体的に企業単位または工場単位に艇を

下ろした施策や知恵・工夫が必要ではなかろうか。 当財団は r9 0年代地域産業ビジョ

ンJを実践機関として誕生したが、潮流は大きく変化した。最近の具体的に取り組んでい

る前述の対応策事例を以下に紹介しよう。
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新生財団 (N1 A C)誕生とその背景(情報の発信と独自の分析評価への対応)
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事例 2 企業立地アクション・沖縄プラザの開催(r機見るは敏なりJへの即応)

く沖縄プラザのねらい〉

くプレゼンテーションの概要>

<効果 >

事例 3 モズク戦略(産業技術の発達の遅れと有能な人材発掘・育成への対応)

く研究事業のねらい>

17三万五示問ィメ-iZ77771

く研究事業の概要>

l図 1 モズク乾燥の共同研究推進体制

|図 2 乾燥…-~~

|図 3 蹴全体外日

<事業効果と目標>

恒一千三百竺竺三二づ

<参考>

(有)メイハイ物産(仮称)の設立と商標登録
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図 モズク戦略の展開イメージとメリット

モズクとは、
現状分析・課題抽出

作業ロボッ卜(機械化)
開発・導入

養殖モズク産地甚大
美ら海の保全

-沖縄で採れる海産物資源、美ら海が産地
・モズクは、整腸作用がありヘルシー食品
0-157の殺菌作用等注目

・生モズクの塩分貯露、要付加価値
・生モズクは高品が重い、嵩張る
・需要低迷、豊作貧乏
・モズク養殖業者の経営、後継者難
・内発型付加価値商品の低迷

技術的研究開発

乾燥モズク量産化
付加価値化
比較優位性

差別化・麓争力付加

| 切乾燥工業育成 | 
機械工業関連技術の

育成・蓄積
自前技術の発展

外国市場開拓

中園、台湾市場
乾燥趣向

モズク新食品開発

「美海髪菜J

i中国の川畑競進 |

美海髪菜「モズクj
中間食材提供

県内モズク養殖業者
経営安定化

亜熱帯資藻活用型産業創造 対外企業ネットワークの構築

(株)0000会社設立
キモズク研究所
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モズク転棋の共同研究開発等推進体制
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図 2 乾操モズクの生産工程分析図

(目的)脱塩

(現状)回転式脱塩処理機を使用

(課題)量産時の能力
(改善案)

・回転脱塩処理機の能力調査
.試作機の検討及ひ要実鼓

(目的)定量供給
(現状)刃物及び台天秤を使用して手作業で量

(70g) を出している

(課題)量産時には自動化が必要
(改善案)

-自動化による定量供給の検討及び

要実験

(目的)機械乾燥時間の短縮
(現状)室内にてー畳夜自然放置
(課題)時聞がかかりすぎているので量産

には、方法から検討する必要がある
(改善策)

-脱水工程時間の短縮検討及ひ要実験

(目的)乾燥モズクをプラスチックカゴから

外す
(現状)乾燥室よりカゴをlケ毎出してはい

でいる
(課題)量産時には自動化が必要

(改善案)
-自動化の検討及び要実験

(目的)一定形状を得る
(現状)既製プラスチックカゴ (25X25cm)

にモズクを手作業にて広げている

(課題)現在手作業で最も工程数を要している
ため、自動化が必要

(改善案)
・一定形状の自動化検討及び要実験

(目的)10%以内(雑菌の発生を防ぐ)の含

有水分量になるまで乾燥
(現状)灯油による温風乾燥室 (60'C) にて

生モズクl同を15時間で乾燥
(課題)脱水工程と同じように時間がかかり

すぎているので方法から検討する必
要がある

(改善案)
・温風乾燥
・マイクロ浪乾燥

・遠赤外線乾燥にて検討及び要実験
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図 3 装置全体外形図
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図4 事業計画の目標イメージ
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② 脱 水

τ1モズク市場の拡大(対中国等へ販売展開
↑↓  

600億円)

②モズク商品の付加価値化(モズクの乾燥・量産化)
↑↓  

③モズクの乾燥・全自動化生産拡大(→ 50トン/日)
f ↓ 

@養殖モズクの収穫等作業ロポット開発導入(浮き流し方式)
↑ ↓  

③養殖モズクの産地拡大・生産量増強(→ 1.0万'，./王子)
L.__J 
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台湾高縫における「沖縄の観光と物産展」出展商品パンフレ ット

ifi::t 
71f 

ち然健康食趨

事長海髪

美海髪菜収獲嵐景

野麓患!
“美海髪菜"在日本被称為MOZUKU。

官是在沖縄美麗的艶緑色大海豆長成的天然営養品。

豊富的繊維質、有調整胃腸功致、有利於美容輿健康。

男外、在日本公認髪菜釘1997年盛行的大腸菌0ー157

有殺菌作用(国立島狼大学生物資濠科学部生命工学科

教授松田英幸氏)並含有優質的礁等、成為天然営餐

食品、受到嘱目。

“美海髪菜"経加工然乾、運輸方使、保存期長、方便

食用。

相信宏一定能成為適合悠的ロ味的営養食品。

調理方法:切成小片、倣湯、煮菜、包鮫子、酪持涼菜 !I 

〈仮称〉

台湾高雄における「沖縄の銭光と物産墨」出展商品パッケージ

乾
燥
オ
キ
ナ
ワ
モ
ズ
ク

「
美
海
髪
菜
」

iま

商
標
登
録
申
請
中
で
す

3

く 有 〉 メイハイ物産


